
 

      

は
じ
め
に 

 

初
期
の
村
上
春
樹
は
、
「
デ
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
」
の
作
家
、
い
わ
ゆ
る
社
会
に
〈
関

わ
り
〉
を
持
た
な
い
作
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
確
か
に
、
そ
れ
は
あ
る
程
度

は
事
実
で
あ
る
。
村
上
春
樹
が
積
極
的
に
日
本
の
社
会
や
歴
史
に
興
味
を
持
ち
、

そ
れ
に
つ
い
て
書
く
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
一
九
九
四
～
九
五
年
に
刊
行
さ
れ
た

『
ね
じ
ま
き
鳥
ク
ロ
ニ
ク
ル
』
以
降
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
八
〇
年

代
に
書
か
れ
た
彼
の
幾
つ
か
の
作
品
、
特
に
短
編
に
お
い
て
あ
る
種
の
現
実
と
の

〈
関
わ
り
〉
を
見
逃
す
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
も
事
実
だ
ろ
う
。
一
見
す
れ
ば
、

現
実
か
ら
完
全
に
切
り
離
さ
れ
超
自
然
的
に
描
か
れ
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
村
上

の
初
期
作
品
に
お
い
て
も
、
既
に
、
我
々
の
現
実
、
そ
し
て
「
日
本
」
そ
の
も
の

へ
の
〈
関
わ
り
〉
が
存
在
し
て
い
る
。
一
九
八
九
年
六
月
号
の
『par A

V
IO

N

』
に

掲
載
さ
れ
た
短
編
小
説
「
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
」
（
題
名
「
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
の
逆
襲
」
）

は
、
こ
の
よ
う
な
村
上
の
初
期
の
現
実
と
の
関
わ
り
方
を
示
す
作
品
の
一
つ
で
あ

る
。
人
間
よ
り
「
い
く
ぶ
ん
小
さ
い
」
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
が
登
場
す
る
こ
の
幻
想
的

な
作
品
に
お
い
て
は
、
社
会
の
情
報
化
や
メ
デ
ィ
ア
の
普
遍
性
と
暴
力
性
と
い
っ

た
問
題
が
描
か
れ
て
お
り
、
一
九
九
〇
年
代
の
村
上
文
学
を
先
取
り
す
る
も
の
と

し
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。 

「
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
」
に
反
映
さ
れ
て
い
る
一
九
八
〇
年
代
の
日
本
社
会
の
変
化

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
も
様
々
な
重
要
な
指
摘
が
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、
横

尾
和
博

（
１
）

は
、
「
こ
の
物
語
は
現
実
に
起
き
た
出
来
事
で
は
な
く
、
主
人
公
の
頭
に

か
ぶ
せ
ら
れ
た
ヘ
ッ
ド
マ
ウ
ン
テ
ッ
ド
デ
ィ
ス
プ
レ
イ
（
Ｈ
Ｍ
Ｄ
）
に
よ
り
、
主

人
公
「
僕
」
の
意
識
に
仕
掛
け
ら
れ
た
「
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
」
と
い
う
名
の
あ
る
シ

、
、
、

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

、
、
、
、
、
、
、
か
も
し
れ
な
い
」
（
傍
点
原
文
）
と
論
じ
、
本
作
品
を
当
時
の

「
仮
想
現
実
的
の
世
界
」
を
描
い
た
作
品
と
し
て
読
解
す
る
。
リ
ヴ
ィ
ア
・
モ
ネ

（
２
）

は

ま
た
、
「
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
村
上
作
品
の
多
く
が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
世
界

に
酷
似
し
た
仮
想
世
界
と
電
脳
空
間

サ
イ
バ
ー
ス
ペ
ー
ス

を
作
り
出
し
、
現
代
日
本
や
他
の
情
報
社
会

の
支
配
的
な
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
や
不
平
等
な
社
会
関
係
に
対
す
る
際
立
っ
た
意
識
を

示
し
て
い
る
」
と
指
摘
し
た
上
で
、
「
「
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
」
は
、
現
代
日
本
お
よ

び
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
の
情
報
文
化
全
般
に
お
け
る
「
人
工
的
現
実
」
の
Ｓ
Ｆ
化
に
基

づ
く
仮
想
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
ト
し
」
た
物
語
だ
と
論
じ
る
。
他
に
は

例
え
ば
栗
坪
良
樹

（
３
）

は
、
安
部
公
房
の
小
説
「
闖
入
者
」
（
一
九
五
一
年
）
と
の
共

通
性
に
着
目
し
、
「
〈
テ
レ
ビ
映
像
〉
効
果
に
私
た
ち
自
身
が
選
択
の
余
地
な
く

は
ま
り
込
ん
で
い
る
の
だ
」
と
述
べ
て
お
り
、
「
〈
サ
ブ
リ
ミ
ナ
ル
効
果
〉
〈
マ

イ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
〉
、
何
と
で
も
小
器
用
な
表
わ
し
方
が
あ
る
に
し
て
も
、

村
上
春
樹
は
淡
々
と
そ
の
現
象
を
寓
話
の
よ
う
に
描
い
て
い
る
だ
け
で
あ
る
」
と
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指
摘
し
た
。
矢
野
利
裕

（
４
）

も
ま
た
、
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
達
が
表
象
し
て
い
る
「
資
本
主

義
的
「
圧
縮
」
」
と
い
う
、
同
時
代
的
な
要
素
を
重
視
し
な
が
ら
、
作
品
の
語
り

と
構
造
に
注
目
し
、
「
僕
」
は
テ
レ
ビ
の
中
か
ら
視
聴
者
に
向
け
て
語
り
か
け
て

い
る
と
考
え
、
「
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
」
は
読
者
を
も
含
む
「
螺
旋
構
造
」
を
持
つ
作

品
で
あ
る
と
興
味
深
い
指
摘
を
し
た
。 

「
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
」
を
Ｓ
Ｆ
小
説
と
し
て
読
み
解
く
ア
プ
ロ
ー
チ
は
一
般
的
だ

と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
れ
に
対
し
て
ス
ー
ザ
ン
・
Ｊ
・
ネ
イ
ピ
ア

（
５
）

は
、
「
Ｔ
Ｖ
ピ

ー
プ
ル
」
を
安
部
公
房
の
戯
曲
、
『
友
達
』
と
比
較
し
て
、
主
人
公
の
日
常
に
外

か
ら
闖
入
し
て
く
る
超
常
的
な
他
人
の
存
在
に
着
目
し
、
本
作
品
を
現
代
の
日
本

版
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
文
学
を
代
表
す
る
作
品
と
し
て
評
価
し
て
い
る
。
日
常
的

な
舞
台
に
不
条
理
な
登
場
人
物
を
設
定
す
る
村
上
の
手
法
を
「
エ
ヴ
リ
デ
イ
・
マ

ジ
ッ
ク
」
と
呼
ぶ
中
村
三
春

（
６
）

は
、
ネ
イ
ピ
ア
と
同
様
な
指
摘
を
し
て
い
る
が
、
中

村
は
村
上
の
文
学
を
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
と
関
連
づ
け
て
は
い
な
い

（
７
）

。
日
本
で
は

村
上
春
樹
と
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
文
学
、
特
に
ボ
ル
ヘ
ス
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
野

谷
文
昭

（
８
）

や
山
根
由
美
恵

（
９
）

が
既
に
言
及
し
て
い
る
が
、
村
上
春
樹
の
作
品
に
お
け
る

魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
の
特
徴
を
中
心
に
し
た
研
究
は
極
め
て
少
な
い
。
従
っ
て
、

「
「
幻
想
的
・
寓
話
的
な
奇
抜
な
構
想
」
を
全
面
に
打
ち
出
し
た
村
上
春
樹
の
『
ね

じ
ま
き
鳥
ク
ロ
ニ
ク
ル
』
が
、
そ
れ
以
前
の
マ
ジ
ッ
ク
・
リ
ア
リ
ズ
ム
の
世
界
的

流
行
を
強
く
意
識
し
て
い
た
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
確
か
だ
ろ
う
（
後
略
）
」
と
述

べ
て
い
る
福
嶋
亮
大

（
１
０
）

の
指
摘
は
重
要
で
あ
り
、
示
唆
に
富
む
。
福
嶋
も
既
に
論
じ

て
い
る
よ
う
に
、
村
上
の
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
は
ガ
ル
シ
ア
＝
マ
ル
ケ
ス
に
よ
っ

て
確
立
さ
れ
て
き
た
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
と
は
多
少
の
相
違

点
は
あ
る
が
、
現
実
を
描
い
て
い
る
点
に
お
い
て
は
基
本
的
に
他
の
魔
術
的
リ
ア

リ
ズ
ム
の
作
家
と
変
わ
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
は
村
上
の
全

て
の
作
品
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
る
手
法
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
も
の
の
、
村

上
の
現
実
へ
の
関
わ
り
方
（
「
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
」
）
を
理
解
す
る
た
め
の
適
切

な
視
点
だ
と
考
え
ら
れ
る
。 

従
っ
て
、
本
論
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
研
究
に
共
通
す
る
、
テ
ク
ス
ト
に
反
映
さ

れ
て
い
る
同
時
代
の
日
本
と
い
う
論
点
を
踏
ま
え
、
本
作
品
を
村
上
春
樹
の
実
体

験
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
、
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
に
よ
る
現
実
の
描
き
方
と
作

者
の
「
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
」
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
。 

 

一
、
現
実
を
描
く
技
法
と
し
て
の
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
と
村
上
春
樹
の
文
学 

 

 

僕
は
リ
モ
コ
ン
を
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
置
き
、
ま
た
ソ
フ
ァ
ー
に
座
っ
た
。
そ

し
て
ガ
ル
シ
ア
・
マ
ル
ケ
ス
の
長
い
小
説
の
続
き
を
読
も
う
と
思
っ
た

（
１
１
）

。（
第

七
章
） 

本
作
品
に
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
の
代
表
者
で
あ
る
ガ
ル
シ
ア
＝
マ
ル
ケ
ス
の
名

前
が
出
て
く
る
の
は
、
単
な
る
偶
然
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
設
定
は
恐

ら
く
、
村
上
春
樹
は
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
文
学
、
そ
し
て
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
を
意

識
し
て
い
た
こ
と
を
暗
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
て
、
本
論
に
入
る
前
に

ま
ず
、
〈
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
〉
と
い
う
用
語
の
定
義
、
ま
た
そ
の
特
徴
に
つ
い

て
簡
単
に
紹
介
し
よ
う

（
１
２
）

。 

都
甲
幸
治

（
１
３
）

が
北
米
の
作
家
ジ
ュ
ノ
・
デ
ィ
ア
ス
の
作
品
に
お
け
る
魔
術
的
リ
ア

リ
ズ
ム
を
め
ぐ
る
論
文
で
述
べ
た
よ
う
に
、
「
優
秀
な
中
南
米
文
学
研
究
者
た
ち

に
よ
る
半
世
紀
に
も
わ
た
る
紹
介
に
も
関
わ
ら
ず
、
い
ま
だ
日
本
の
読
者
の
あ
い

だ
で
、
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
と
い
う
概
念
の
正
確
な
理
解
が
定
着
し
て
い
る
と
は

言
い
難
い
」
と
い
う
の
が
、
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
を
取
り
巻
く
現
状
で
あ
る
。
魔
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術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
に
関
し
て
論
じ
る
際
、
先
ず
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
、
河
野

至
恩

（
１
４
）

が
指
摘
し
た
通
り
、
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
を
、
「
こ
の
概
念
が
誕
生
し
た
ラ

テ
ン
ア
メ
リ
カ
文
学
固
有
の
文
脈
か
ら
考
え
る
か
、
そ
れ
と
も
、
そ
の
用
途
を
拡

大
し
て
、
世
界
文
学
の
タ
ー
ム
と
し
て
考
え
る
か
、
と
い
う
問
題
」
な
の
で
あ
り
、

そ
れ
に
対
し
て
、
研
究
者
た
ち
の
間
で
も
意
見
が
分
か
れ
て
お
り
、
一
定
の
見
解

は
得
ら
れ
て
い
な
い
。
大
雑
把
に
言
う
と
、
文
学
評
論
に
お
い
て
は
一
九
八
〇
年

代
後
半
か
ら
九
〇
年
代
ま
で
に
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
論
の
対
象
は
主
に
は
ラ
テ
ン

ア
メ
リ
カ
文
学
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ
の
裏
づ
け
に
は
、
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム

を
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の
現
実
と
密
接
に
結
合
さ
せ
て
論
じ
た
キ
ュ
ー
バ
出
身
の
ア

レ
ホ
・
カ
ル
ペ
ン
テ
ィ
エ
ー
ル
に
よ
る
「
驚
異
的
現
実
」
論
（lo real m

aravilloso 

am
ericano

）
が
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。 

長
編
小
説
の
『
こ
の
世
の
王
国
』
（
原
書El reino de este m

undo
, 

一
九
四
九

年
）
の
「
序
文
」
に
お
い
て
カ
ル
ペ
ン
テ
ィ
エ
ー
ル

（
１
５
）

は
、
一
九
三
四
年
に
訪
問
し

た
ハ
イ
チ
で
は
迷
信
が
溢
れ
て
お
り
、
「
驚
異
的
な
も
の
」

（
１
６
）

に
接
し
え
た
と
記
し

て
い
る
。
そ
し
て
、
カ
ル
ペ
ン
テ
ィ
エ
ー
ル
の
説
に
よ
れ
ば
、
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ

ム
文
学
を
生
み
出
す
原
点
は
、
西
欧
の
合
理
主
義
を
離
れ
た
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
の

「
驚
異
的
現
実
」
に
他
に
は
な
ら
な
い
と
い
う
の
だ
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
八
〇
年

代
に
入
る
と
、
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
の
代
表
者
で
あ
る
ガ
ル
シ
ア
＝
マ
ル
ケ
ス
や

イ
サ
ベ
ル
・
ア
ジ
ェ
ン
デ
の
小
説
が
国
際
的
に
成
功
を
収
め
た
結
果
、
ラ
テ
ン
ア

メ
リ
カ
文
学
に
対
す
る
関
心
が
高
ま
る
と
同
時
に
、
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
と
い
う

用
語
が
世
界
中
に
流
通
し
は
じ
め
た
。
そ
し
て
、
こ
の
時
点
で
は
魔
術
的
リ
ア
リ

ズ
ム
と
い
う
の
は
も
は
や
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
文
学
に
限
ら
ず
、
日
常
的
な
要
素
と

非
日
常
的
な
要
素
を
混
合
さ
せ
る
特
定
な
文
学
技
法
と
し
て
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
批
評

と
結
び
付
け
ら
れ
、
サ
ル
マ
ン
・
ラ
シ
ュ
デ
ィ
や
ト
ニ
ー
・
モ
リ
ソ
ン
の
小
説
を

は
じ
め
、
世
界
文
学
の
タ
ー
ム
と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う

な
「
広
義
の
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
」

（
１
７
）

論
の
枠
組
み
の
な
か
、
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム

は
日
本
文
学
に
ま
で
適
応
さ
れ
、
欧
米
の
研
究
に
お
い
て
村
上
春
樹
は
日
本
型
魔

術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
の
代
表
者
と
し
て
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

日
本
の
批
評
に
お
い
て
は
、
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
を
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
、
ま
た
は

北
米
を
も
含
め
、
ア
メ
リ
カ
に
限
っ
て
論
じ
る
こ
と
が
研
究
の
主
流
だ
と
言
え
る
。

一
方
で
、
こ
う
し
た
伝
統
的
な
視
点
か
ら
離
れ
、
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
の
概
念
を

日
本
文
学
、
と
り
わ
け
村
上
春
樹
の
文
学
に
広
げ
た
の
は
、
福
嶋
亮
大
で
あ
る

（
１
８
）

。 

福
嶋
亮
大

（
１
９
）

は
、
一
九
八
四
年
に
刊
行
さ
れ
た
パ
ト
リ
シ
ア
・
ウ
ォ
ー
の
『
メ
タ

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
』

（
２
０
）

を
援
用
し
つ
つ
、
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
を
一
九
六
〇
―
七
〇
年

代
に
お
け
る
「
文
学
の
「
現
実
観
」
の
変
遷
」
に
よ
っ
て
メ
タ
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と

ほ
ぼ
同
時
に
生
ま
れ
た
新
し
い
文
学
手
法
・
新
形
式
と
し
て
解
釈
し
て
い
る
。
福

嶋
に
よ
れ
ば
、
客
観
的
現
実
が
存
在
す
る
と
言
う
自
然
主
義
リ
ア
リ
ズ
ム
と
は
異

な
り
、
メ
タ
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
に
お
い
て
リ
ア
リ
テ
ィ
と
い
う
の
は
恣
意
的
で
あ
り
、

つ
ま
り
、
「
語
り
手
の
視
点
に
応
じ
て
随
意
に
構
成
さ
れ
る
も
の
」
と
さ
れ
て
い

る
。
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
文
学
的
状
況
を
変
え
た
の
は
「
客
観
的
現
実
の
地
平

が
液
状
化
し
て
い
る
状
況
を
、
奇
想
に
満
ち
た
「
寓
話
的
」
な
ス
タ
イ
ル
に
よ
っ

て
再
度
一
本
に
束
ね
直
し
た
」
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
に
他
な
ら
ず
、
そ
れ
は
具
体

的
に
「
す
べ
て
の
語
り
が
（
た
ん
な
る
観
念
と
し
て
で
は
な
く
）
現
実
的
に
虚
構

、
、
、
、
、
、

化
さ
れ
て
い
る

、
、
、
、
、
、
世
界
を
寓
話
の
素
材
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
小
説
の
恣
意
性
が

抑
制
」
（
傍
点
原
文
）
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
と
福
嶋
は
述
べ
て
い
る
。
要
す
る
に
、

福
嶋
の
解
釈
に
従
っ
て
言
え
ば
、
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
と
は
、
メ
タ
フ
ィ
ク
シ
ョ

ン
に
対
し
、
絶
対
的
で
は
な
く
な
っ
た
リ
ア
リ
テ
ィ
を
、
新
し
い
観
点
か
ら
リ
ア

ル
に
把
握
し
よ
う
と
す
る
特
定
の
文
学
的
方
法
で
あ
り
、
あ
る
種
の
リ
ア
リ
ズ
ム
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な
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
の
特
徴
で
あ
る
幻
想
的
な
要
素

も
ま
た
、
作
者
が
体
験
す
る
現
実
を
描
写
す
る
た
め
の
手
法
だ
と
考
え
ら
れ
る
。 

文
学
技
法
と
し
て
の
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
比
較
的
早
い
段
階
で
論
じ

た
ウ
ェ
ン
デ
ィ
・
Ｂ
・
フ
ァ
リ
ス

（
２
１
）

も
ま
た
、
「
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
は
リ
ア
リ
ズ

ム
と
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
の
融
合
で
あ
り
、
そ
し
て
そ
の
中
で
前
者
が
優
勢
を
保
っ
て

い
る
」
と
定
義
し
た
。
少
々
単
純
す
ぎ
る
感
じ
も
す
る
が
、
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム

に
お
け
る
リ
ア
リ
ズ
ム
の
役
割
を
正
し
く
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
フ
ァ
リ
ス

（
２
２
）

に

よ
れ
ば
、
幻
想
的
な
一
面
を
持
つ
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
の
テ
ク
ス
ト
に
お
い
て
、

物
質
世
界
の
存
在
が
強
調
さ
れ
て
お
り
、
物
語
は
現
実
的
な
枠
組
み
の
中
で
展
開

さ
れ
て
い
く
だ
け
で
は
な
く
、
テ
ク
ス
ト
に
は
現
実
世
界
へ
の
様
々
な
言
及

（reference

）
が
包
含
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。
さ
て
、
こ
こ
で
話
を
「
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ

ル
」
に
戻
そ
う
。 

「
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
」
の
場
合
、
現
実
へ
の
明
快
な
言
及
と
し
て
は
〈
沖
縄
旅
行
〉

の
他
、
頻
繁
に
出
て
く
る
雑
誌
名
『
エ
ル
』
や
『
家
庭
画
報
』
、
ま
た
は
「
ソ
ニ

ー
」
な
ど
の
固
有
名
詞
が
存
在
す
る
。
本
作
品
の
舞
台
に
関
し
て
は
、
固
有
名
詞

は
伏
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
以
上
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
実
存
物
、
ま
た
は
普
通

の
日
本
人
で
あ
る
「
僕
」
と
そ
の
妻
や
同
僚
た
ち
の
登
場
か
ら
判
断
す
れ
ば
、
本

作
品
は
、
日
本
の
あ
る
モ
ダ
ン
都
市
、
い
わ
ゆ
る
現
実
的
世
界
を
モ
デ
ル
に
し
た

舞
台
に
設
定
さ
れ
て
お
り
、
現
実
的
な
枠
組
み
の
中
で
展
開
さ
れ
て
い
る
と
推
察

で
き
る
。
そ
し
て
、
「
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
」
の
場
合
も
他
の
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
の

作
品
と
同
様
に
、
こ
う
し
た
現
実
的
な
舞
台
に
突
然
、
非
日
常
的
な
要
素
が
加
わ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
る
種
の
虚
構
世
界
が
構
成
さ
れ
る
。
「
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
」

に
お
い
て
は
、
魔
術
的
な
要
素
（
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
）
が
〈
テ
レ
ビ
〉
を
媒
体
に
し

て
日
常
的
な
世
界
に
干
渉
す
る
。
つ
ま
り
、
「
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
」
に
登
場
す
る
〈
テ

レ
ビ
〉
は
、
そ
の
画
面
に
映
っ
て
い
る
画
像
（
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
）
が
、
外
側
の
世

界
（
「
僕
」
の
い
る
現
実
的
な
世
界
）
へ
出
歩
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
設
定
さ

れ
て
お
り
、
自
ら
行
動
を
と
る
魔
術
的
な
も
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
の
よ
う
に

設
定
さ
れ
て
い
る
「
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
」
は
、
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
の
手
法
を
用
い

た
作
品
だ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
続
い
て
は
、
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
の
手
法
に
よ
る

現
実
の
描
き
方
、
つ
ま
り
「
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
」
に
お
け
る
〈
リ
ア
リ
ズ
ム
〉
に
つ

い
て
更
に
詳
し
く
論
じ
た
い
。 

 

二
、
「
僕
」
に
内
包
さ
れ
る
〈
村
上
春
樹
〉 

 

こ
れ
ま
で
に
も
指
摘
さ
れ
て
き
た
よ
う
に

（
２
３
）

、
村
上
春
樹
の
場
合
、
魔
術
的
リ
ア

リ
ズ
ム
の
手
法
を
用
い
る
動
機
と
し
て
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
へ
の
関
心
が
存
在

し
て
い
る
。
周
知
の
通
り
、
「
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
」
は
一
九
八
九
年
に
、
村
上
の
イ

タ
リ
ア
滞
在
中
に
書
か
れ
た
作
品
で
あ
る
。
一
九
八
〇
年
代
、
村
上
は
、
日
本
社

会
の
中
で
「
個
人
」
に
な
り
た
い
と
い
う
願
望
を
な
か
な
か
実
現
で
き
ず
に
無
力

感
を
感
じ
、
八
六
年
に
日
本
を
離
れ
る
こ
と
を
決
断
し
た

（
２
４
）

。
八
六
年
一
〇
月
に
、

イ
タ
リ
ア
を
経
て
ギ
リ
シ
ャ
へ
引
越
し
、
一
時
的
な
帰
国
を
除
き
、
九
五
年
ま
で

の
約
八
年
間
を
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
ア
メ
リ
カ
で
過
ご
し
て
き
た
。
こ
の
長
い
異
国
滞

在
は
村
上
自
身
の
み
な
ら
ず
、
彼
の
文
学
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。
例
え
ば
、

短
編
集
『
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
』
と
同
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
遠
い
太
鼓
』
（
講
談
社
、

一
九
九
〇
年
）
は
、
日
本
を
出
て
か
ら
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
過
ご
し
て
い
た
三
年
間
の

体
験
を
旅
行
記
の
よ
う
な
形
で
ま
と
め
て
い
る
作
品
で
あ
り
な
が
ら
、
当
時
の
村

上
が
抱
い
て
い
た
悩
み
を
明
確
に
語
っ
て
い
る
エ
ッ
セ
イ
集
で
も
あ
る
と
い
う
二

面
性
を
持
つ
重
要
な
作
品
で
あ
る
。
こ
の
『
遠
い
太
鼓
』
か
ら
浮
か
ん
で
来
る
村
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上
春
樹
像
を
「
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
」
の
「
僕
」
に
重
ね
合
わ
せ
て
読
ん
で
み
る
と
、

見
落
と
す
こ
と
が
で
き
な
い
幾
つ
か
の
共
通
点
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
例
え

ば
、
「
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
」
の
冒
頭
で
は
、
日
曜
日
の
午
後
を
一
人
で
過
ご
し
て
い

る
「
僕
」
の
精
神
状
態
は
以
下
の
よ
う
に
描
写
さ
れ
て
い
る
。 

僕
は
日
曜
日
の
夕
方
と
い
う
時
刻
を
好
ま
な
い
。
（
略
）
日
曜
日
の
夕
方
が

近
づ
く
と
、
僕
の
頭
は
き
ま
っ
て
疼う
ず

き
始
め
る
。
（
略
） 

そ
し
て
音
が
聞
こ
え
る
。
い
や
、
音
と
い
う
よ
り
は
そ
れ
は
分
厚
い
沈
黙
が

闇
の
中
で
立
て
る
軋
み
の
よ
う
な
も
の
だ
。
ッ
ク
ル
ー
ズ
シ
ャ
ャ
ャ
タ
ル
・
ッ

ク
ル
ー
ズ
シ
ャ
ャ
ャ
ャ
ャ
タ
ル
・
ッ
ッ
ッ
ッ
ッ
ク
ル
ー
ズ
ム
ム
ム
ス
、
と
そ
れ

は
聞
こ
え
る
。
そ
れ
が
ま
ず
最
初
の
徴
候
だ
。
（
第
一
章
） 

「
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
」
の
「
僕
」
が
日
曜
日
の
夕
方
に
頭
の
疼
き
や
幻
聴
に
悩
ま

さ
れ
る
と
い
う
出
来
事
は
、
一
九
八
六
年
の
村
上
春
樹
の
精
神
状
態
と
共
鳴
し
て

い
る
。
例
え
ば
、
『
遠
い
太
鼓
』
の
最
初
の
エ
ッ
セ
イ
で
あ
る
「
蜂
の
ジ
ョ
ル
ジ

ョ
と
蜂
の
カ
ル
ロ 

１
９
８
６
年
１
０
月
４
日
」
の
中
で
は
、
「
二
匹
の
蜂
は
僕

の
頭
の
中
を
ま
だ
ぶ
ん
ぶ
ん
と
飛
び
ま
わ
っ
て
い
る
」
や
「
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
と
カ
ル

ロ
は
東
京
で
僕
の
脳
味
噌
を
刺
し
、
そ
れ
を
ぶ
よ
ぶ
よ
と
鈍
く
ふ
や
け
さ
せ
て
し

ま
っ
た
（
後
略
）
」
、
ま
た
「
ま
あ
い
い
さ
、
飛
び
ま
わ
り
た
い
ん
な
ら
好
き
な

だ
け
飛
び
ま
わ
れ
ば
い
い
。
ぶ
ん
ぶ
ん
ぶ
ん
ぶ
ん
ぶ
ん
ぶ
ん
ぶ
ん
ぶ
ん
ぶ
ん
ぶ
ん
」

な
ど
、
「
僕
」
の
状
態
を
想
起
さ
せ
る
箇
所
が
幾
つ
か
書
か
れ
て
い
る

（
２
５
）

。
さ
ら
に
、

そ
の
次
の
エ
ッ
セ
イ
、
「
蜂
は
飛
ぶ 

１
９
８
６
年
１
０
月
６
日 

日
曜
日
・
午

後
・
快
晴
」
で
は
、
「
僕
の
頭
の
中
で
は
、
ま
だ
電
話
の
ベ
ル
が
鳴
り
響
い
て
い

る
。
そ
れ
も
蜂
の
た
て
る
物
音
の
一
部
な
の
だ
。
電
話
だ
。
電
話
が
鳴
っ
て
い
る
。

り
ん
り
ん
り
ん
り
ん
り
ん
り
ん
」
と
太
文
字
で
記
さ
れ
て
お
り
、
「
僕
」
の
不
安
定

な
精
神
状
態
と
対
応
し
て
い
る
よ
う
に
考
え
ら
れ
る
。
『
遠
い
太
鼓
』
の
中
の
記

述
に
よ
れ
ば
、
こ
の
状
態
が
約
二
週
間
く
ら
い
続
い
た
後
、
村
上
は
日
本
を
出
る

前
か
ら
感
じ
て
い
た
疲
労
感
か
ら
一
時
的
に
解
放
さ
れ
た
と
い
う
。
翻
訳
や
小
説

を
書
き
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
る
程
度
ま
で
精
神
的
に
回
復
し
た
村
上
だ
が
、

一
九
八
八
年
に
な
る
と
再
び
精
神
的
に
不
安
定
に
な
り
、
一
時
的
に
執
筆
も
で
き

な
く
な
っ
た
。
こ
の
一
九
八
八
年
は
「
空
白
の
年
」
と
し
て
『
遠
い
太
鼓
』
に
記

さ
れ
て
い
る
。
村
上
を
改
め
て
襲
っ
た
無
力
感
と
疲
弊
の
原
因
は
、
『
ノ
ル
ウ
ェ

イ
の
森
』
（
講
談
社
、
一
九
八
七
年
）
で
成
功
を
収
め
た
、
高
度
資
本
主
義
社
会

で
の
彼
自
身
の
体
験
と
関
連
し
て
い
る
。 

一
九
八
八
年
に
日
本
に
戻
っ
た
村
上
は
、
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』
が
「
大
ベ
ス

ト
セ
ラ
ー
に
な
っ
て
い
た
」
こ
と
に
大
変
驚
く
と
同
時
に
、
「
ひ
ど
く
孤
独
に
な

っ
た
よ
う
に
」
も
感
じ
て
お
り
、
「
表
面
的
に
は
何
も
か
も
が
う
ま
く
行
っ
て
い

る
よ
う
に
見
え
た
が
、
実
際
に
は
そ
れ
は
僕
に
と
っ
て
は
精
神
的
に
い
ち
ば
ん
き

つ
い
時
期
だ
っ
た
」
と
『
遠
い
太
鼓
』
（
「
１
９
８
８
年
、
空
白
の
年
」
）
に
お

い
て
語
っ
て
い
る
。
村
上
を
悩
ま
せ
た
の
は
彼
の
作
品
が
よ
く
売
れ
て
い
る
と
い

う
事
実
で
は
な
く
、
横
尾
和
博

（
２
６
）

が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
「
高
度
に
発
達
し
た
資
本

主
義
社
会
、
消
費
社
会
の
こ
の
国
で
、
文
学
も
商
品
の
一
部
で
し
か
な
い
と
い
う
」

発
見
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
海
外
か
ら
帰
っ
て
き
た
村
上
は
ミ
リ
オ

ン
セ
ラ
ー
作
家
と
し
て
全
国
的
に
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
初
め
て
日
本
の
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
の
力
を
身
近
に
実
感
し
た
の
だ
。
言
う
ま
で
も
な
く
、
こ
の
体
験
は

「
高
度
資
本
主
義
社
会
」
を
批
判
的
な
目
で
見
て
き
た
村
上
に
と
っ
て
は
不
快
で

あ
り
、
悩
み
の
種
と
な
っ
た
た
め
、
日
本
で
の
短
い
滞
在
の
後
、
同
年
八
月
に
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
に
戻
っ
た
。
こ
の
体
験
の
影
響
で
新
た
な
作
品
の
執
筆
が
で
き
な
く
な

っ
た
村
上
で
あ
っ
た
が
、
翻
訳
作
業
を
そ
れ
ま
で
と
変
わ
ら
ず
に
継
続
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
一
九
八
九
年
に
は
再
び
小
説
を
書
け
る
よ
う
に
な
り
、
書
き
上
げ
た
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作
品
が
他
な
ら
ぬ
「
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
」
で
あ
る
。 

村
上
の
回
想
に
よ
れ
ば

（
２
７
）

、
本
作
品
の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
得
た
の
は
、
テ
レ
ビ
の
Ｍ

Ｔ
Ｖ
で
ル
ー
・
リ
ー
ド
の
『
オ
リ
ジ
ナ
ル
・
ラ
ッ
プ
』
と
い
う
歌
と
ビ
デ
オ
・
ク

リ
ッ
プ
を
ぼ
ん
や
り
観
て
い
た
時
だ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
ビ
デ
オ
の
内
容
で
村
上

の
記
憶
に
残
っ
て
い
る
の
は
、
「
奇
妙
な
か
っ
こ
う
を
し
た
二
人
の
男
が
、
わ
け

の
わ
か
ら
な
い
大
き
な
箱
を
抱
え
て
街
じ
ゅ
う
を
歩
き
回
っ
て
い
る
、
わ
り
に
シ

ュ
ー
ル
レ
ア
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
光
景
だ
け
だ
」
と
い
う
、
少
し
ぼ
ん
や
り
と
し
た

シ
ー
ン
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
ビ
デ
オ
の
正
確
な
内
容
は
「
段
ボ
ー
ル
の
箱
を
持
っ

た
男
は
三
人
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
ポ
ー
ズ
の
人
間
を
、
そ
の
形
に
合
わ
せ
た
箱
に
次

々
に
梱
包
し
て
い
く
」

（
２
８
）

と
い
う
、
村
上
が
記
憶
し
て
い
る
断
片
よ
り
も
う
少
し
奥

の
深
い
話
で
は
あ
る
も
の
の
、
「
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
」
と
は
明
ら
か
に
類
似
し
て
い

る
。
今
井
清
人

（
２
９
）

が
論
じ
て
い
る
よ
う
に
、
「
個
人
の
特
殊
性
を
扱
い
や
す
い
形
態

に
固
定
し
て
か
き
集
め
一
つ
の
方
向
に
運
ん
で
い
く
」
こ
の
ビ
デ
オ
の
テ
ー
マ
は

そ
の
ま
ま
、
「
村
上
春
樹
を
疲
弊
さ
せ
た
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
と
そ
の
声
を
崇
め
る
大

衆
の
構
造
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
」
と
し
て
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
要
す
る
に
、
「
Ｔ

Ｖ
ピ
ー
プ
ル
」
は
作
者
自
身
が
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
経
験
し
た
大
衆
か
ら
の
注
目
、

そ
し
て
そ
れ
に
伴
う
圧
迫
感
を
寓
話
化
し
た
作
品
だ
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な

い
。 村

上
が
当
時
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
対
し
て
特
別
な
関
心
を
持
っ
て
い
た
の
は
、

『
遠
い
太
鼓
』
の
最
後
の
エ
ッ
セ
イ
「
最
後
に
―
旅
の
終
わ
り
」
か
ら
も
明
確
と

な
る
。
一
九
八
九
年
の
秋
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
帰
国
し
た
村
上
は
、
自
分
が
海
外

に
暮
ら
し
て
い
る
間
に
起
っ
た
日
本
社
会
の
変
容
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
記
し

て
い
る
。 た

だ
ひ
と
つ
僕
に
は
っ
き
り
と
言
え
る
こ
と
は
、
こ
の
三
年
の
あ
い
だ
に

日
本
の
社
会
に
お
け
る
消
費
の
ス
ピ
ー
ド
が
信
じ
ら
れ
な
い
く
ら
い
ド
ラ
ス

テ
ィ
ッ
ク
に
加
速
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
久
し
振
り
に
日
本
に
戻
っ
て
き

て
ま
ず
最
初
に
感
じ
た
の
が
そ
れ
だ
っ
た
。
僕
は
そ
の
凄
ま
じ
い
加
速
度
を

目
に
し
て
本
当
に
、
何
の
誇
張
も
な
く
た
だ
啞
然
と
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

思
わ
ず
立
ち
す
く
ん
で
し
ま
っ
た
の
だ
。
そ
れ
は
僕
に
は
巨
大
な
収
奪
機
械

を
想
起
さ
せ
た
。
生
命
あ
る
も
の
・
な
い
も
の
、
名
前
を
持
つ
も
の
・
持
た

ぬ
も
の
、
か
た
ち
の
あ
る
も
の
・
な
い
も
の
―
―
そ
う
い
う
す
べ
て
の
物
事

や
事
象
を
か
た
は
し
か
ら
飲
み
込
み
、
無
差
別
に
咀
嚼
し
、
排
泄
物
と
し
て

吐
き
出
し
て
い
く
巨
大
な
吸
収
装
置
だ
。
そ
れ
を
支
え
て
い
る
の
は
ビ
ッ
グ

ブ
ラ
ザ
ー
と
し
て
の
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
だ
。 

お
そ
ら
く
、
村
上
は
一
九
八
八
年
か
ら
八
九
年
に
か
け
て
実
感
し
た
日
本
の
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
の
吸
収
力
、
そ
し
て
そ
れ
が
個
人
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
形
成
に

与
え
る
影
響
を
異
常
な
体
験
と
し
て
感
じ
て
お
り
、
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
現
実
の
異

常
さ
や
マ
ジ
カ
ル
な
側
面
と
し
て
「
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
」
で
描
い
て
い
る
。
要
す
る

に
、
テ
レ
ビ
の
画
面
を
通
し
て
現
実
に
闖
入
し
て
く
る
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
に
襲
わ
れ

る
「
僕
」
の
幻
想
的
な
要
素
に
満
ち
た
話
は
、
ビ
ッ
グ
ブ
ラ
ザ
ー
的
な
存
在
で
あ

る
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
消
費
社
会
に
『
ノ
ル
ウ
ェ
イ
の
森
』

の
成
功
に
よ
っ
て
飲
み
込
ま
れ
て
し
ま
い
そ
う
に
な
っ
た
と
い
う
作
者
の
恐
ろ
し

い
実
体
験
を
、
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
の
手
法
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
〈
リ
ア
ル
〉

に
描
写
し
た
作
品
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 
三
、
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
と
作
者
の
「
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
」 

 

寺
尾
隆
吉

（
３
０
）

に
よ
れ
ば
、
幻
想
的
な
要
素
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
魔
術
的
リ
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ア
リ
ズ
ム
は
最
終
的
に
現
実
世
界
か
ら
独
立
し
た
架
空
世
界
を
作
り
上
げ
る
」
に

も
関
わ
ら
ず
、
そ
れ
は
「
現
実
か
ら
完
全
に
切
り
離
さ
れ
た
と
い
う
意
味
で
は
な

い
」
と
い
う
。
つ
ま
り
、
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
は
「
「
異
常
」
が
「
普
通
」
と
化

し
た
世
界
を
作
る
こ
と
で
、
日
常
世
界
の
「
普
通
」
が
「
普
通
」
に
見
え
な
い
よ

う
に
す
る
」
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
小
説
内
に
描
か
れ
た
（
一
見
す
る
と
）
常
軌
を

逸
し
た
事
件
は
、
象
徴
的
に
現
実
世
界
を
照
射
し
、
普
通
に
は
見
え
な
い
現
実
世

界
の
隠
れ
た
側
面
を
明
ら
か
に
す
る
」
方
法
で
あ
り
、
基
本
的
に
は
あ
る
種
の
リ

ア
リ
ズ
ム
で
あ
る
。
従
っ
て
、
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
幻
想
的
な
要
素
は
単
な
る
娯

楽
性
で
は
な
く
、
読
者
に
現
実
を
見
る
た
め
の
新
し
い
視
点
を
提
供
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
作
者
の
社
会
へ
の
貢
献
を
可
能
と
す
る
道
具
と
な
っ
て
い
る
。
本
論
の

冒
頭
で
確
認
し
て
き
た
よ
う
に
、
「
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
」
に
描
か
れ
て
い
る
当
時
の

日
本
社
会
の
有
様
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
も
様
々
な
有
効
な
指
摘
が
さ
れ
て
き
た
。

そ
の
中
で
も
、
本
論
で
は
村
上
春
樹
の
多
く
の
作
品
に
共
通
す
る
〈
個
人
対
社
会
〉

と
い
う
論
点
に
絞
っ
て
考
察
を
行
う
。 

「
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
」
の
主
人
公
は
結
婚
し
て
お
り
、
仕
事
を
し
て
い
る
普
通
の

男
性
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
妻
も
含
め
、
周
囲
の
人
々
と
上

手
く
交
流
で
き
な
い
寂
し
い
人
間
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
一
方
で
、
妻

と
の
擦
れ
違
い
の
生
活
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
疎
外
感
の
結
果
だ
と
解
釈
で
き
る
の

だ
が
、
他
方
で
は
「
僕
」
自
身
の
〈
時
代
遅
れ
〉
な
態
度
か
ら
生
ず
る
と
考
え
ら

れ
る
。
意
識
的
に
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
使
わ
な
い
、
テ
レ
ビ
を
買
わ
な
い
な
ど
の
行

為
か
ら
、
「
僕
」
は
周
り
の
人
々
に
「
未
成
熟
な
段
階
に
あ
る
」
（
第
九
章
）
と

判
断
さ
れ
、
変
人
と
し
て
扱
わ
れ
て
し
ま
う
。
「
僕
」
は
こ
の
状
況
に
対
し
て
特

に
抵
抗
を
見
せ
な
い
が
、
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
の
登
場
に
よ
っ
て
自
分
の
現
実
と
妻
や

同
僚
た
ち
が
認
識
し
て
い
る
現
実
と
が
異
な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
と
、
世
界

の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
た
よ
う
に
感
じ
、
混
乱
し
て
し
ま
う
。
〈
僕
〉
の
疎
外
感
に

つ
い
て
は
栗
坪
良
樹

（
３
１
）

が
既
に
指
摘
し
た
が
、
メ
デ
ィ
ア
が
引
き
起
こ
す
疎
外
感
と

い
う
問
題
に
つ
い
て
よ
り
詳
し
く
論
じ
て
み
よ
う
。 

一
九
八
〇
年
代
の
中
頃
に
書
か
れ
た
『
テ
レ
ビ
メ
デ
ィ
ア
の
社
会
力
』
に
お
い

て
、
藤
竹
暁

（
３
２
）

は
、
テ
レ
ビ
文
化
の
拡
散
が
社
会
に
も
た
ら
し
た
影
響
の
一
つ
と
し

て
「
社
会
的
距
離
の
喪
失
」
と
い
う
現
象
を
挙
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
ご
く
簡
単
に

言
う
と
、
テ
レ
ビ
を
観
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
日
本
社
会
が
同
じ
共
感
性
、
共
鳴
性

を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
」
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
だ
が
、
テ
レ
ビ
が
「
社
会
的

距
離
」
を
喪
失
さ
せ
る
作
用
を
演
ず
る
反
面
、
テ
レ
ビ
文
化
を
共
有
し
な
い
人
た

ち
に
「
社
会
的
距
離
」
を
感
じ
さ
せ
る
と
い
う
、
諸
刃
の
剣
的
現
象
と
な
っ
て
い

る
。
〈
時
代
遅
れ
〉
と
判
断
さ
れ
、
変
人
扱
い
さ
れ
て
い
る
「
僕
」
は
や
は
り
、

こ
う
い
っ
た
「
社
会
的
距
離
」
を
感
じ
て
い
る
（
或
い
は
感
じ
さ
せ
て
い
る
と
言

っ
た
方
が
正
し
い
か
も
し
れ
な
い
）
人
間
の
代
表
で
あ
る
。
「
僕
」
の
こ
の
よ
う

な
社
会
か
ら
一
歩
離
れ
た
状
態
は
彼
自
身
の
選
択
に
よ
る
意
識
的
な
行
為
で
あ

る
。
矢
野
利
裕

（
３
３
）

が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
「
僕
」
以
外
の
作
中
人
物
達
は
、
「
消
費

活
動
か
ら
日
々
の
仕
事
ま
で
、
与
え
ら
れ
た
〈
環
境
〉
を
効
率
よ
く
こ
な
す
」
人

々
、
い
わ
ゆ
る
「
〈
意
思
〉
な
き
主
体
」
で
あ
る
の
に
対
し
、
「
僕
」
は
自
ら
「
社

会
的
距
離
」
を
置
い
て
お
り
、
こ
の
与
え
ら
れ
た
環
境
を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
る

の
で
は
な
く
、
「
一
応
自
ら
の
〈
意
思
〉
を
持
っ
て
行
動
し
て
い
る
」
者
で
あ
る
。

そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
自
分
の
〈
意
思
〉
と
意
識
を
守
っ
て
き
た
「
僕
」
も
最
終

的
に
は
「
他
の
み
ん
な
」
と
同
様
に
、
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
に
象
徴
さ
れ
る
マ
ス
メ
デ

ィ
ア
に
よ
っ
て
洗
脳
さ
れ
、
つ
ま
り
「
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
化
」
（
矢
野
）
さ
れ
て
し

ま
う
と
い
う
残
酷
な
運
命
を
辿
る
。
「
僕
」
の
視
聴
覚
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
「
Ｔ

Ｖ
ピ
ー
プ
ル
化
」
し
て
い
く
過
程
に
つ
い
て
は
矢
野
が
既
に
詳
し
く
論
じ
て
い
る
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た
め
、
こ
こ
で
は
「
僕
」
の
意
識
に
お
け
る
変
化
に
焦
点
を
当
て
て
確
認
し
て
い

く
こ
と
に
し
よ
う
。 

主
人
公
の
「
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
化
」
は
、
〈
テ
レ
ビ
〉
と
そ
の
画
面
か
ら
通
り
抜

け
出
て
く
る
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
達
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
。
妻
の
帰
宅
を
待
っ
て
い

る
「
僕
」
は
、
話
を
続
け
な
け
れ
ば
自
分
も
周
り
の
人
々
と
同
様
に
死
ん
で
石
に

な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
怖
い
夢
を
見
る
。
こ
の
夢
の
内
容
か
ら
は
、
「
僕
」
は
発

言
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
分
の
「
意
思
」
を
守
り
続
け
、
そ
れ
を
周
り
に
伝
え
る

必
要
が
あ
る
こ
と
を
よ
く
理
解
で
き
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
れ
に
も
関
わ

ら
ず
、
実
際
に
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
に
話
し
か
け
ら
れ
る
と
、
「
僕
」
の
抵
抗
力
は
次

第
に
弱
ま
っ
て
い
き
、
結
局
自
分
の
「
意
思
」
を
守
る
こ
と
に
失
敗
し
て
し
ま
う
。 

目
が
覚
め
た
「
僕
」
は
テ
レ
ビ
が
つ
い
て
お
り
、
そ
の
画
面
の
中
で
Ｔ
Ｖ
ピ
ー

プ
ル
達
が
必
死
に
作
業
を
し
て
い
る
こ
と
に
気
づ
く
。
「
僕
」
の
「
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ

ル
化
」
を
示
す
最
初
の
段
階
と
し
て
、
「
僕
」
は
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
に
話
し
か
け
ら

れ
、
「
我
々
は
飛
行
機
を
作
っ
て
い
る
ん
だ
」
（
第
一
二
章
）
と
教
え
ら
れ
る
。

「
僕
」
は
最
初
、
「
飛
行
機
に
は
と
て
も
見
え
な
い
」
と
言
い
返
し
、
Ｔ
Ｖ
ピ
ー

プ
ル
に
対
し
て
自
分
の
「
意
思
」
を
守
ろ
う
と
す
る
が
、
し
ば
ら
く
す
る
と
、
Ｔ

Ｖ
ピ
ー
プ
ル
が
言
う
こ
と
に
完
全
に
誘
導
さ
れ
て
し
ま
い
、
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
に
言

わ
れ
る
こ
と
を
抵
抗
な
く
受
け
入
れ
て
し
ま
う
よ
う
に
な
る
。
テ
レ
ビ
の
画
面
を

見
続
け
る
「
僕
」
は
「
奥
さ
ん
は
も
う
帰
っ
て
こ
な
い
」
と
告
げ
ら
れ
る
と
、
そ

れ
は
「
と
て
も
平
板
で
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
が
な
い
」
と
感
じ
て
、
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
に

言
わ
れ
た
こ
と
に
納
得
し
て
い
な
い
よ
う
に
描
か
れ
て
い
る
。
だ
が
、
次
第
に
「
そ

う
か
も
し
れ
な
い
な
」
と
思
う
よ
う
に
な
り
、
最
終
的
に
は
「
僕
」
は
Ｔ
Ｖ
ピ
ー

プ
ル
に
与
え
ら
れ
て
い
る
現
実
を
そ
の
ま
ま
鵜
呑
み
し
ま
い
、
自
分
の
「
意
思
」

を
失
っ
て
し
ま
う
。
そ
れ
は
、
「
僕
の
手
の
ひ
ら
は
い
つ
も
に
比
べ
て
少
し
縮
ん

で
い
る
よ
う
に
見
え
」
て
お
り
、
「
言
葉
は
消
え
て
な
く
な
っ
て
し
ま
」
う
と
、

視
聴
覚
的
に
も
表
現
さ
れ
て
お
り
、
「
僕
」
の
「
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
化
」
が
完
成
し

て
し
ま
う
。 

ボ
ー
ド
リ
ヤ
ー
ル

（
３
４
）

は
、
〈
メ
デ
ィ
ア
は
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
あ
る
〉
と
い
う
、
マ
ク

ル
ー
ハ
ン
の
公
式
を
借
り
て
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
社
会
的
役
割
は
「
世
界
が
も
っ

て
い
る
現
実
に
生
き
ら
れ
た
―
一
回
限
り
の
―
出
来
事
と
し
て
の
性
格
を
中
和

し
、
互
い
に
意
味
を
補
完
し
合
い
指
示
し
あ
う
同
質
な
各
種
の
メ
デ
ィ
ア
か
ら
な

る
多
元
的
な
世
界
で
現
実
の
世
界
を
お
き
か
え
て
し
ま
う
こ
と
だ
」
と
指
摘
し
て

い
る
。
そ
の
結
果
、
「
各
種
の
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
は
互
い
に
同
じ
内
容
に
な
っ
て

し
ま
う
」
と
加
え
て
お
り
、
そ
れ
が
「
消
費
社
会
の
全
体
主
義

、
、
、
、
、
的
「
メ
ッ
セ
ー
ジ

、
、
、
、
、
、
、
」
」

（
傍
点
原
文
）
で
あ
る
と
強
調
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
及
び

テ
レ
ビ
も
一
貫
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
（
あ
る
種
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
）
を
伝
達
す
る
組

織
に
他
な
ら
な
い
と
理
解
で
き
よ
う
。
要
す
る
に
、
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
に
言
わ
れ
る

こ
と
に
対
し
て
次
第
に
抵
抗
力
を
失
っ
て
「
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
化
」
し
て
い
く
「
僕
」

と
、
既
に
自
分
の
「
意
思
」
を
な
く
し
て
し
ま
っ
た
「
僕
」
の
周
り
の
人
々
の
こ

の
話
は
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
戦
略
的
に
行
っ
て
い
る
視
聴
者
の
「
洗
脳
」
（
あ
る

い
は
栗
坪
に
よ
れ
ば
〈
マ
イ
ン
ド
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
〉

（
３
５
）

）
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
、
い
わ

ゆ
る
我
々
の
現
実
の
有
様
を
描
い
て
い
る
こ
と
が
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。 

我
々
を
洗
脳
し
て
し
ま
う
こ
の
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
達
の
モ
チ
ー
フ
か
ら
誕
生
し
た

の
が
『
１
Ｑ
８
４
』
の
「
リ
ト
ル
・
ピ
ー
プ
ル
」
で
あ
る
こ
と
は
広
く
知
ら
れ
て

い
る
。
日
本
の
社
会
が
内
包
し
て
い
る
暴
力
性
の
問
題
を
テ
ー
マ
に
し
た
『
ア
ン

ダ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
』
（
講
談
社
、
一
九
九
七
年
）
や
日
本
の
歴
史
の
中
で
見
過
ご

さ
れ
て
き
た
「
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件
」
を
積
極
的
に
取
り
上
げ
て
い
る
『
ね
じ
ま
き

鳥
ク
ロ
ニ
ク
ル
』
（
新
潮
社
、
一
九
九
四
～
九
五
年
）
が
村
上
春
樹
の
文
学
の
タ
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ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
論
じ
ら
れ
て
き
た
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
は
、
村
上
は

も
っ
と
早
い
時
期
か
ら
自
分
が
生
き
て
い
る
社
会
へ
関
心
を
示
し
て
い
た
。
「
個

人
に
な
り
た
い
」
と
い
う
、
多
く
の
若
者
が
持
っ
て
い
る
願
望
を
叶
え
て
く
れ
な

い
「
高
度
資
本
主
義
社
会
」
の
統
一
性
か
ら
受
け
て
い
る
影
響
、
そ
し
て
そ
の
危

険
性
と
い
う
テ
ー
マ
は
、
「
踊
る
小
人
」
や
『
羊
を
め
ぐ
る
冒
険
』
の
「
羊
」
の

よ
う
な
モ
チ
ー
フ
と
し
て
、
初
期
の
村
上
文
学
に
既
に
存
在
し
て
い
る
。
「
僕
」

が
洗
脳
さ
れ
て
し
ま
う
「
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
」
の
話
に
お
い
て
、
メ
デ
ィ
ア
の
特
徴

で
あ
る
「
吸
収
力
」
が
寓
話
化
さ
れ
て
い
る
一
方
、
こ
の
集
団
主
義
的
な
社
会
の

中
に
お
い
て
自
分
の
居
場
所
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
見
出
す
こ
と
が
出
来
な
い

個
人
の
不
幸
も
描
か
れ
て
い
る
。 

「
僕
」
が
語
っ
て
い
る
よ
う
に
、
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
達
は
「
他
の
み
ん
な
」
に
も

見
え
て
い
る
は
ず
だ
が
、
彼
ら
は
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
達
の
存
在
を
自
然
に
受
け
入
れ

て
お
り
、
「
僕
」
の
よ
う
に
は
怖
い
目
に
一
切
遭
わ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
、

彼
ら
は
多
く
の
国
民
の
よ
う
に
、
こ
の
社
会
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ
て
い
る
状
況
に

違
和
感
な
く
納
得
し
、
そ
の
中
で
そ
れ
な
り
に
充
実
し
た
生
活
を
送
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
村
上
春
樹
は
、
「
時
代
遅
れ
」
と
さ
れ
て
い
る
「
僕
」
の
視
点
か
ら
当

時
の
社
会
の
状
況
を
語
ら
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
社
会
に
潜
在
し
て
い
る
Ｔ
Ｖ
ピ

ー
プ
ル
の
存
在
を
可
視
化
し
、
既
に
「
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
化
」
さ
れ
始
め
た
可
能
性

が
あ
る
読
者
に
は

（
３
６
）

、
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
の
手
法
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
現
実

を
見
る
た
め
の
新
し
い
視
点
を
提
供
し
た
。
ま
た
、
個
人
が
こ
の
社
会
に
潜
ん
で

い
る
見
え
な
い
力
に
襲
わ
れ
、
〈
吸
収
〉
さ
れ
て
し
ま
う
恐
れ
が
あ
る
と
強
調
す

る
点
に
着
目
す
る
と
、
「
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
」
と
最
近
の
村
上
春
樹
の
小
説
と
の
繋

が
り
が
見
え
て
く
る
。
一
九
九
七
年
に
始
め
て
刊
行
さ
れ
た
『
約
束
さ
れ
た
場
所

で underground2

』
の
冒
頭
に
寄
せ
て
い
る
「
ま
え
が
き
」
に
お
い
て
村
上
は
以

下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る

（
３
７
）

。 

も
う
ひ
と
つ
、
私
が
「
オ
ウ
ム
側
」
に
正
面
か
ら
取
り
組
ん
で
み
よ
う
か

と
思
っ
た
の
は
、
「
結
局
あ
れ
だ
け
の
事
件
が
起
っ
て
も
、
そ
れ
を
引
き
起

こ
し
た
根
本
的
な
問
題
は
何
ひ
と
つ
解
決
し
て
は
い
な
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
」

と
い
う
危
機
感
の
よ
う
な
も
の
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
続
け
て
い
た
か
ら
だ
っ

た
。
日
本
社
会
と
い
う
メ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ム
か
ら
外
れ
た
人
々
（
と
く
に
若

年
層
）
を
受
け
入
れ
る
た
め
の
有
効
で
正
常
な
サ
ブ
・
シ
ス
テ
ム
＝
安
全
ネ

ッ
ト
が
日
本
に
は
存
在
し
な
い
と
い
う
現
実
は
、
あ
の
事
件
の
あ
と
も
何
ひ

と
つ
変
化
し
て
い
な
い
か
ら
だ
。
そ
の
よ
う
な
本
質
的
な
、
重
大
な
欠
落
が

我
々
の
社
会
に
ブ
ラ
ッ
ク
・
ホ
ー
ル
の
よ
う
に
存
在
し
て
い
る
限
り
、
た
と

え
こ
こ
で
オ
ウ
ム
真
理
教
と
い
う
集
団
を
潰
し
た
と
し
て
も
同
じ
よ
う
な
組

成
の
吸
引
体
―
―
オ
ウ
ム
的
な
る
も
の
―
―
は
ま
た
い
つ
か
登
場
し
て
く
る

だ
ろ
う
し
、
同
じ
よ
う
な
事
件
は
も
う
一
度
起
こ
る
か
も
し
れ
な
い
。 

「
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
」
の
主
人
公
も
村
上
が
言
う
「
メ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ム
か
ら
外

れ
た
」
人
で
あ
る
点
に
お
い
て
、
オ
ウ
ム
真
理
教
の
信
者
た
ち
と
同
じ
で
あ
る
。

し
か
し
、
「
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
」
の
「
僕
」
は
結
局
、
自
分
を
受
け
入
れ
て
く
れ
る

「
サ
ブ
・
シ
ス
テ
ム
」
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ず
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
体
現
し

て
い
る
「
メ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ム
」
＝
日
本
社
会
に
吸
引
さ
れ
、
自
分
の
「
意
思
」

を
失
っ
て
し
ま
う
。
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
の
後
、
村
上
は
「
個
人
対
シ
ス
テ
ム
」

と
い
う
テ
ー
マ
を
積
極
的
に
取
り
扱
う
よ
う
に
な
る
の
だ
が
、
一
九
八
〇
年
代
に

書
か
れ
た
「
踊
る
小
人
」
や
『
ダ
ン
ス
・
ダ
ン
ス
・
ダ
ン
ス
』
に
お
い
て
も
同
様

な
社
会
問
題
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
メ
イ
ン
・
シ
ス
テ
ム
」
に
暴
力
的

に
吸
収
さ
れ
て
し
ま
う
個
人
の
話
で
あ
る
「
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
」
に
お
い
て
村
上
は
、

自
身
の
体
験
を
通
し
て
、
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
に
よ
っ
て
明
快
に
な
っ
た
社
会
問
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題
を
八
〇
年
代
末
と
い
う
、
随
分
早
い
段
階
で
意
識
し
、
ま
た
そ
れ
を
幻
想
的
な

要
素
を
用
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
可
視
化
す
る
と
い
う
、
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
の
手

法
を
と
っ
て
読
者
に
呼
び
か
け
て
い
る
。 

 
お
わ
り
に 

 

本
論
で
は
、
日
常
的
な
要
素
と
非
日
常
的
な
要
素
を
同
時
に
用
い
る
こ
と
に
よ

っ
て
現
実
を
新
た
な
視
点
か
ら
描
こ
う
と
す
る
文
学
手
法
で
あ
る
魔
術
的
リ
ア
リ

ズ
ム
の
論
点
か
ら
「
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
」
に
見
ら
れ
る
村
上
春
樹
の
〈
コ
ミ
ッ
ト
メ

ン
ト
〉
、
つ
ま
り
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
リ
ア
リ
ズ
ム
に
つ
い
て
考
察
を
行
っ
た
。

村
上
春
樹
の
作
品
に
お
い
て
、
幻
想
的
な
要
素
は
不
可
欠
だ
が
、
そ
れ
は
読
者
に

単
な
る
娯
楽
性
を
与
え
る
だ
け
に
留
ま
ら
な
い
。 

「
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
」
の
分
析
を
通
し
て
明
ら
か
に
な
っ
た
の
は
、
村
上
春
樹
の

幻
想
的
な
要
素
を
リ
ア
リ
ズ
ム
と
混
合
さ
せ
る
と
い
う
手
法
が
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ

か
ら
世
界
に
広
ま
っ
た
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
と
同
様
で
あ
り
、
作
者
の
〈
コ
ミ
ッ

ト
メ
ン
ト
〉
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
幻
想
的
な
要
素
を

用
い
る
こ
と
は
、
作
者
の
現
実
か
ら
の
〈
デ
タ
ッ
チ
メ
ン
ト
〉
で
は
な
く
、
逆
に

社
会
へ
の
〈
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
〉
の
道
具
と
な
っ
て
い
る
。
非
日
常
的
な
存
在
で

あ
る
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
の
突
然
の
登
場
は
、
極
め
て
幻
想
的
で
不
条
理
で
あ
る
も
の

の
、
そ
れ
は
作
者
自
身
の
非
日
常
的
な
体
験
を
よ
り
現
実
的
に
描
く
た
め
に
最
も

相
応
し
い
方
法
で
あ
り
、
最
終
的
に
は
作
者
の
〈
リ
ア
リ
ズ
ム
〉
の
道
具
と
な
っ

て
い
る
。
ま
た
、
村
上
春
樹
は
他
の
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
の
作
家
と
同
様
に
、
ロ

シ
ア
・
フ
ォ
ル
マ
リ
ズ
ム
の
批
評
者
た
ち
が
提
唱
し
た
「
異
化
」
を
想
起
さ
せ
る

手
法
を
「
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
」
の
基
本
的
な
手
法
と
し
て
用
い
て
い
る
。
つ
ま
り
、

村
上
春
樹
は
〈
普
通
〉
の
も
の
で
あ
る
〈
テ
レ
ビ
〉
を
そ
の
視
聴
者
で
あ
る
「
僕
」

に
話
し
か
け
、
自
ら
行
動
を
と
る
よ
う
に
設
定
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
も
は
や
〈
普

通
〉
に
見
え
な
い
よ
う
に
し
て
い
る
。
要
す
る
に
、
現
実
を
「
異
化
」
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
作
者
は
読
者
に
現
実
を
見
る
た
め
の
新
た
な
視
点
を
提
供
し
、
社
会

と
日
常
の
現
状
を
考
え
直
す
よ
う
と
呼
び
か
け
を
行
っ
て
い
る
。 

日
本
に
お
け
る
村
上
春
樹
研
究
に
お
い
て
馴
染
み
の
薄
い
〈
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ

ム
〉
と
い
う
視
点
は
、
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
幻
想
性
を
強
調
す
る
ば
か
り
で
は
な

く
、
テ
ク
ス
ト
に
お
け
る
現
実
へ
の
言
及
と
現
実
的
な
枠
組
み
を
重
視
し
、
そ
れ

を
細
か
に
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
幻
想
的
な
テ
ク
ス
ト
が
持
つ
リ
ア
リ
テ
ィ
、

ま
た
は
作
者
の
現
実
と
の
関
わ
り
方
を
理
解
す
る
た
め
の
有
効
な
方
法
だ
と
考
え

ら
れ
る
。 

  

注 （
1
）
横
尾
和
博
「
「
僕
」
が
消
滅
す
る
世
界
―
『
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
』
論
―
」
（
『
村
上
春

樹×

九
〇
年
代
』
第
三
書
館
、
一
九
九
四
年
、
八
一
～
一
〇
三
頁
） 

（
2
）
リ
ヴ
ィ
ア
・
モ
ネ
（
前
川
裕
訳
）「
テ
レ
ビ
画
像
的

テ

レ

ヴ

ィ

ジ

ュ

ア

ル

な
退
行
未
来
と
不
眠
の
肉
体
―
村

上
春
樹
の
短
編
小
説
に
お
け
る
視
覚
性
と

仮

想

現

実

ヴ
ァ
ー
チ
ャ
ル
・
リ
ア
リ
テ
ィ
ー―

」
（
『
国
文
学 

解
釈
と

教
材
の
研
究
』
一
九
九
八
年
二
月
、
六
～
三
六
頁
） 

（
3
）
栗
坪
良
樹
「
闖
入
者
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
」（『
村
上
春
樹
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ03

』
若
草
書
房
、

一
九
九
九
年
、
二
七
四
～
二
八
四
頁
） 

（
4
）
矢
野
利
裕
「
高
度
資
本
主
義
社
会
に
お
け
る
世
界
の
変
容
―
―
村
上
春
樹
「
Ｔ
Ｖ
ピ

ー
プ
ル
」
論
」
（
宇
佐
美
毅
・
千
田
洋
幸
編
『
村
上
春
樹
と
一
九
八
〇
年
代
』
お
う

ふ
う
、
二
〇
〇
八
年
、
二
一
六
～
二
三
一
頁
） 
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（
5
）Susan J. N

apier "The M
agic of Identity: M

agic Realism
 in M

odern 

Japanese Fiction" in Lois Parkinson Zam
ora, W

endy B. Faris (eds.), 

M
agical Realism

 Theory, H
istory, Com

m
unity, D

uke U
niv. Press, 1995, 

pp.451-475. 

（
6
）
中
村
三
春
「「
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
」
日
常
に
侵
入
す
る
不
条
理
の
世
界
」（「
短
編
小
説 

代

表
作
を
読
む
、
三
」
『AERA M

ook 

村
上
春
樹
が
わ
か
る
。
』
朝
日
新
聞
社
、
二
〇

〇
一
年
、
六
四
～
六
五
頁
） 

（
7
）
中
村
は
、
「
別
離
、
失
踪
、
姿
を
消
す
行
為
は
、
村
上
小
説
の
重
要
な
パ
タ
ー
ン
の

一
つ
で
あ
る
」
と
指
摘
し
、
「
た
ぶ
ん
、
村
上
作
品
に
こ
の
パ
タ
ー
ン
が
多
い
の
は
、

そ
れ
が
専
心
に
人
間
間
（
特
に
男
女
間
）
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
困
難
さ
を
追

求
す
る
文
芸
だ
か
ら
で
あ
る
」
と
論
じ
る
。
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
の
突
然
の
出
現
も
ま
た
、

こ
の
よ
う
な
男
女
間
の
デ
ィ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
表
現
し
て
い
る
と
述
べ
て

い
る
。
（
同
右
） 

（
8
）
野
谷
文
昭
「
『
世
界
の
終
わ
り
と
ハ
ー
ド
ボ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
』
論
―
『
僕
』

と
『
私
』
の
デ
ジ
ャ
ヴ
ュ
」
（
『
国
文
学 

解
釈
と
教
材
の
研
究
』
一
九
九
五
年
三

月
、
五
〇
～
五
六
頁
） 

（
9
）
山
根
由
美
恵
「
村
上
春
樹
「
踊
る
小
人
」
論
―
ボ
ル
ヘ
ス
の
影
」（
『
国
文
学
攷
』
第

二
〇
九
号
、
二
〇
一
一
年
三
月
、
三
三
～
四
六
頁
）
。
な
お
、
山
根
は
「
ラ
テ
ン
ア
メ

リ
カ
文
学
は
「
マ
ジ
ッ
ク
リ
ア
リ
ズ
ム
」
＝
幻
想
と
現
実
と
の
交
錯
＝
の
技
法
が
多

く
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
概
念
は
後
の
村
上
の
長
編
に
欠
か
せ
な
い
要
素

と
な
っ
て
い
く
」
と
「
マ
ジ
ッ
ク
リ
ア
リ
ズ
ム
」
に
も
触
れ
て
い
る
。 

（
10
）
福
嶋
亮
大
「
シ
ニ
シ
ズ
ム
、
コ
マ
ー
シ
ャ
リ
ズ
ム
、
マ
ジ
ッ
ク
・
リ
ア
リ
ズ
ム
―
村

上
春
樹
か
ら
中
国
現
代
文
学
へ
」
（
『
ユ
リ
イ
カ
』
二
〇
一
一
年
一
月
、
三
六
～
四
四

頁
） 

（
11
）
本
文
の
引
用
は
全
て
「
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
」
（
村
上
春
樹
『
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
』
文
芸
春

秋
、
一
九
九
三
年
、
九
～
五
一
頁
）
に
拠
る
。 

 

（
12
）
お
よ
そ
百
年
に
渡
る
歴
史
を
持
つ
〈
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
〉
の
詳
細
な
紹
介
は
本
論

の
枠
を
超
え
る
た
め
、
よ
り
丁
寧
な
説
明
に
関
し
て
は
以
下
の
著
書
を
参
考
に
し
て

頂
き
た
い
。 

寺
尾
隆
吉
『
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム 

二
〇
世
紀
の
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
小
説
』（
水
声

社
、
二
〇
一
二
年
） 

『
幻
想
文
学
』
第
五
九
号 

（
二
〇
〇
〇
年
一
一
月
、
特
集
「
ボ
ル
ヘ
ス
＆
ラ
テ

ン
ア
メ
リ
カ
幻
想
」
） 

『
ユ
リ
イ
カ
』
第
四
六
巻
第
八
号
（
二
〇
一
四
年
七
月
号
、
特
集
「
ガ
ル
シ
ア
＝

マ
ル
ケ
ス
―
『
百
年
の
孤
独
』
は
語
り
つ
づ
け
る
」
） 

（
13
）
都
甲
幸
治
「
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
を
引
き
継
ぐ
―
ジ
ュ
ノ
・
デ
ィ
ア
ス
『
オ
ス
カ
ー
・

ワ
オ
の
短
く
凄
ま
じ
い
人
生
』
と
北
米
の
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム
」
（
『
ユ
リ
イ
カ
』
第

四
六
巻
第
八
号
、
二
〇
一
四
年
七
月
号
、
特
集
「
ガ
ル
シ
ア
＝
マ
ル
ケ
ス
―
『
百
年

の
孤
独
』
は
語
り
つ
づ
け
る
」
一
三
八
～
一
四
七
頁
） 

（
14
）
河
野
至
恩
「
マ
ジ
カ
ル
・
リ
ア
リ
ズ
ム
」
と
い
う
記
号
、
世
界
文
学
を
通
し
て
知
る

〈
世
界
〉
」（
『
ユ
リ
イ
カ
』
第
四
六
巻
第
八
号
、
二
〇
一
四
年
七
月
号
、
特
集
「
ガ
ル

シ
ア
＝
マ
ル
ケ
ス
―
『
百
年
の
孤
独
』
は
語
り
つ
づ
け
る
」
、
一
四
八
～
一
五
四
頁
） 

（
15
）
木
村
榮
一
・
平
田
渡
訳
（
水
声
社
、
一
九
九
二
年
、
一
二
頁
） 

（
16
）
寺
尾
隆
吉
に
よ
れ
ば
、
カ
ル
ペ
ン
テ
ィ
エ
ー
ル
の
い
う
〈
驚
異
〉
と
は
、
「
現
実
（
の

観
念
）
の
変
質
、
現
実
の
そ
れ
ま
で
気
づ
か
れ
な
か
っ
た
側
面
の
啓
示
、
思
い
も
よ

ら
ぬ
現
実
世
界
の
豊
か
さ
の
発
見
に
よ
っ
て
誘
発
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
人

の
内
面
に
引
き
起
こ
す
精
神
的
高
揚
に
よ
っ
て
認
識
さ
れ
る
」
と
い
う
。
（
前
掲
『
魔

術
的
リ
ア
リ
ズ
ム 
二
〇
世
紀
の
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
小
説
』
五
三
頁
） 
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（
17
）
野
矢
文
明
「
笙
野
頼
子
論
―
―
マ
ジ
ッ
ク
と
リ
ア
リ
ズ
ム
の
は
ざ
ま
で
」
（
『
文
学

界
』
一
九
九
七
年
六
月
号
、
二
七
〇
～
二
八
〇
頁
） 

（
18
）
他
に
は
、
以
上
で
触
れ
た
野
矢
文
明
に
よ
る
村
上
春
樹
『
世
界
の
終
わ
り
と
ハ
ー
ド

ボ
イ
ル
ド
・
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
』
論
や
笙
野
頼
子
の
小
説
に
お
け
る
魔
術
的
リ
ア
リ

ズ
ム
論
も
存
在
す
る
。 

（
19
）
同
（
注
10
） 

（
20
）
結
城
英
雄
訳
『
メ
タ
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン 

自
意
識
の
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
理
論
と
実
際
』

（
泰
流
社
、
一
九
八
六
年
、
二
四
頁
） 

（
21
）W

endy B
. Faris, "The 

Q
uestion of the O

ther: Cultural C
ritiques of M

agical 

R
ealism

", Janus H
ead 5/2, 2002, pp.101-119. 

引
用
は
私
訳
に
よ
る
。 

（
22
）W

endy B
. Faris "Scheherazade's C

hildren: M
agical R

ealism
 and Postm

odern 

Fiction" in Lois Parkinson Zam
ora and W

endy B. Faris (eds.) M
agical Realism

 

Theory, H
istory, Com

m
unity, D

uke U
niv. Press, 1995, pp.163-190. 

（
23
）
例
え
ば
、
ネ
イ
ピ
ア
（
同
（
注
5
）
）
は
、
村
上
作
品
の
中
心
と
な
る
普
遍
的
な
話

題
と
し
て
現
代
の
日
本
社
会
を
生
き
て
い
る
個
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
形
成
の
問

題
を
指
摘
し
て
い
る
。
マ
シ
ュ
ー
・
Ｃ
・
ス
ト
レ
ッ
カ
ー
も
ま
た
論
文"M

agical 

R
ealism

 and the Search for Identity in the Fiction of M
urakam

i H
aruki" (The 

Journal of Japanese Studies, 25/2, Sum
m

er, 1999, pp. 263-298) 

に
お
い
て
、
村

上
の
作
家
と
し
て
の
レ
ー
ゾ
ン
デ
ー
ト
ル
は
敗
戦
後
に
生
ま
れ
た
世
代
が
直
面
し
て

い
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
形
成
の
問
題
だ
と
強
調
し
て
い
る
。
な
お
一
九
七
〇
年
代

に
失
わ
れ
た
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
取
り
戻
す
た
め
、
村
上
は
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム

と
い
う
手
法
を
通
し
て
、
過
去
の
歴
史
を
新
た
な
視
点
か
ら
語
ろ
う
と
し
て
い
る
と

述
べ
て
い
る
。 

（
24
）
河
合
隼
雄
・
村
上
春
樹
『
村
上
春
樹
、
河
合
隼
雄
に
会
い
に
い
く
』
（
新
潮
社
、
一

九
九
六
年
、
一
四
～
一
五
頁
） 

（
25
）
『
遠
い
太
鼓
』
か
ら
の
引
用
は
全
て
村
上
春
樹
『
遠
い
太
鼓
』
（
講
談
社
、
二
〇
〇

三
年
）
に
拠
る
。 

（
26
）
「
復
活
へ
の
告
知
―
『
遠
い
太
鼓
』
論
―
」
（
『
村
上
春
樹×

九
〇
年
代
』
第
三
書

館
、
一
九
九
四
年
、
一
一
一
～
一
一
七
頁
） 

（
27
）
「
解
題
」
（
『
村
上
春
樹
全
作
品1

990

～2
000

 

①
』
講
談
社
、
二
〇
〇
二
年
、
二

九
四
頁
） 

（
28
）
今
井
清
人
「
ど
こ
か
ら
や
っ
て
き
た
の
か
―
リ
ト
ル
・
ピ
ー
プ
ル
論
」
（
今
井
清
人

編
『
村
上
春
樹
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ200

8-20
10

』
若
草
書
房
、
二
〇
一
一
年
、
二
五
一
～

二
六
四
頁
）
。
初
出
『
１
Ｑ
８
４
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
１
』
（
若
草
書
房
、
二

〇
〇
九
年
）
。 

（
29
）
同
右 

（
30
）
前
掲
『
魔
術
的
リ
ア
リ
ズ
ム 

二
〇
世
紀
の
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
小
説
』（
一
二
九
～
一

三
〇
頁
） 

（
31
）
同
（
注
3
） 

（
32
）
第
四
章
「
テ
レ
ビ
の
社
会
力
」
（
有
斐
閣
、
一
九
八
五
年
、
二
〇
三
～
二
〇
四
頁
） 

（
33
）
同
（
注
4
） 

（
34
）
ジ
ャ
ン
・
ボ
ー
ド
リ
ヤ
ー
ル
（
今
村
仁
司
・
塚
原
史
訳
）
（
『
消
費
社
会
の
神
話
と
構

造
』（Jean Baudrillard, La Société de consom

m
ation, 1970

）
紀
伊
國
屋
書

店
、
二
〇
〇
九
年
、
一
七
七
頁
） 

（
35
）
同
（
注
3
） 

（
36
）
矢
野
利
裕
は
作
品
の
構
造
に
着
目
し
、
「
テ
ク
ス
ト
の
全
体
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き

な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
る
螺
旋
構
造
は
、
読
者
が
す
で
に

、
、
、
Ｔ
Ｖ
ピ
ー
プ
ル
化
し
て
い

る
可
能
性
を
た
え
ず
示
唆
し
続
け
る
構
造
と
な
っ
て
い
る
」
（
傍
点
原
文
）
と
指
摘
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し
た
。
（
同
（
注
4
）
） 

（
37
）
『
約
束
さ
れ
た
場
所
で 

underground2

』
（
文
藝
春
秋
、
一
九
九
九
年
、
一
二
～
一

三
頁
） 

 
 

(D
alm

i K
atalin

、
広
島
大
学
大
学
院
博
士
課
程
後
期
在
学) 
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